
令和 8年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度

〔
令和 8年 1月 23日
閣 議 決 定〕

1.令和7年度の経済動向

我が国経済は、賃上げ率が2年連続で5%を上回るなど、「デフレ。コストカ

ット型経済」から、その先にある新たな「成長型経済」に移行する段階まで来た。

足元の景気は、米国の通商政策による影響が自動車産業を中心に見られるも

のの、緩やかに回復している。しかし、潜在成長力は伸び悩み、賃金の伸びは物

価上昇に追いつかず、食料品を中心とした物価上昇により、個人消費は力強さ

を欠いている。

こうした現状に対し、まずは、生活の安全保障・物価高への対応、危機管理投

資・成長投資による「強い経済」の実現、防衛力と外交力の強化を 3つの柱とす

る「「強い経済」を実現する総合経済対策」 (令和 7年 11月 21日 閣議決定。以

下「総合経済対策」という。)を策定した。その裏付けとなる令和 7年度補正予

算 (令和 7年 12月 16日 成立)を迅速かつ着実に執行し、総合経済対策の効果

を広く波及させていく。

令和 7年度の我が国経済は、今後も緩やかな回復を続け、実質国内総生産 (実

質GDP)成 長率は 1.1%程度、名目国内総生産 (名 目GDP)成 長率は 4.2%
程度、消費者物価 (総合)は 2.6%程度の上昇率になると見込まれる。
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2.令和 8年度の経済財政運営の基本的態度

令和 8年度は、安定的な物価上昇とそれを上回る持続的な賃金上昇が実現す

る「成長型経済」への転換を図るに当たり、将来世代への責任を果たす「責任あ

る積極財政」の考え方の下、経済財政運営を行う。戦略的な財政出動により官民

が力を合わせ「危機管理投資」と「成長投資」を進めて社会課題を解決し、「暮

らしの安全 。安心」を確保するとともに、雇用と所得を増やし、潜在成長力を引

き上げ、「強い経済」を実現していく。

財政や社会保障の仕組みについても、物価と賃金の上昇に適切に封応した形

への転換が求められる。また、歳出の質を高める行財政改革を徹底し、その一環

として、制度とシステムの設計を併せて行うことにより効率的かつ効果的な国

民への公共サービスの提供体制の構築を推進する。

こうした中、経済成長を通じて税収を増やし、成長率の範囲内に債務の伸び

を抑制し、政府債務残高姑GDP比 を引き下げていく。これにより、財政の持続
可能性を実現し、マーケットからの信認を確保するとともに、「強い経済」の実

現と財政健全化を両立させていく。

今後の強い経済成長と物価安定の両立の実現に向けて、適切な金融政策運営

が行われることが非常に重要である。政府は、引き続き、日本銀行と緊密に連携

し、デフレに後戻りすることのない物価安定の下での持続的な経済成長の実現

に向け、一体となつて取り組んでいく。日本銀行には、経済・物価 。金融情勢に

応じて適切な金融政策運営を行 うことにより、賃金と物価の好循環を確認しつ

つ、2%の物価安定目標を持続的・安定的に実現することを期待する。

こうした一連の取組によつて、政府は、経済成長の果実を広く国民に行き渡

らせ、誰もが豊かさを実感し、未来への不安が希望に変わり、安心できる社会の

実現を目指す。
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3.令和 8年度の経済見通し

令和 8年度は、所得環境の改善が進む中で、各種政策効果も下支えとなり、個

人消費が増加するとともに、危機管理投資・成長投資の取組が進展する中で、設

備投資も増加するなど、引き続き、国内需要中心の経済成長となることが期待

される。

令和 8年度の実質GDP成 長率は 1.3%程度、名目GDP成 長率は3.4%程度、
消費者物価 (総合)は 1.9%程度の上昇率になると見込まれる。

ただし、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動等の影響には、十分注意

する必要がある。

① 実質国内総生産 (実質GDP)

(1)民間最終消費支出
物価上昇が公々に落ち着く中で、所得環境の改善が進むとともに、各種政策

効果も下支えとなり、増加する (対前年度比 1.3%程度の増)。

(五 )民間住宅
建築基準法改正に伴い前年度に生じた落ち込みから回復し、増加する (対前

年度比 1.3%程度の増)。

(述 )民間企業設備
危機管理投資 e成長投資の取組が進展する中で、企業の堅調な収益や高い投

資意欲を背景に、増加する (対前年度比 2.8%程度の増)。

(静 )政府支出
高齢化等に伴う支出や総合経済対策に伴う支出により、増加する (対前年度

比 1.1%程度の増)。

(v)外需 (財貨・サービスの純輸出)
世界経済の緩やかな成長に伴い輸出が増加する一方で、国内需要の増加に

伴い輸入が増加し、マイナス寄与となる (実質GDP成長率に対する外需の寄
与度▲0。 2%程度)。
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② 実質国民総所得 (実質GNI)
海外からの所得増加が見込まれることにより、実質GDP成 長率を上回る伸
びとなる (対前年度比 1,7%程度の増)。

③ 労働・雇用

労働力人口がおおむね横ばいとなる中、経済の緩やかな成長に伴い労働需給

は引き締まり、完全失業率は低下する (2.4%程度)。

④鉱工業生産

国内需要や輸出の増加に伴い、上昇する (対前年度比 1.2%程度の上昇)。

⑤ 物価

消費者物価 (総合)上昇率は、食料価格の上昇幅が前年度から縮小するとと

もに、総合経済対策によるエネルギー価格の抑制効果等も物価を押し下げる一

方、需給バランスが改善する中で、基調的な物価は押し上げられ、1.9%程度と

なる。GDPデ フレーターについては、姑前年度比 2.0%程度の上昇となる。

⑥ 国際収支

所得収支の黒字が続く中、経常収支の黒字はおおむね横ばいで推移する (経

常収支対名目GDP比 5.5%程度)。

(注 1)

(注 2)

本経済見通しに当たつては、「2.令和 8年度の経済財政運営の基本的態度」に記
された経済財政運営を前提としている。

我が国経済は民間活動がその主体を成すものであること、また、国際環境の変化等

には予見しがたい要素が多いことに鑑み、上記の諸計数は、ある程度幅を持つて考

えられるべきものである。
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令和6年度

(実績 )

令和7年度

(実績見込み )

令和8年度

(見通し)

対前年度比増減率

令和6年度 令和7年度 令和8年度

兆円

(名 目)

〕ヒ円程度

(名 目)

兆円程度

(名 目)

。フ6

(名 日 )

%

(実質)

ワ七程度

(名 目)

,も程度

(実質)

%程度

(名 目)

%程度

(実質)

国内総生産 6424 6692 6919 37 05 42 11 34 13

民間最終消費支出 3404 3535 3653 29 02 39 13 34 13

民間住宅 276 273 283 2G ▲ 0.7 ▲ 08 ▲ 3.1 33 13

民間企業設備 1192 124G 1305 42 09 45 19 48 28

民間在庫変動 ()内 は寄与度 01 03 03 (01) (01) (00) (00) (00) (00,

政府支出 16上 0 1648 1700 46 20 23 0.5 31 11

政府最終消費支出 1291 1318 1360 4G 23 21 OJ 32 10

公的固定資本形成 320 330 340 38 01 31 05 29 13

財費・サービスの輸出 1417 1455 1514 68 17 28 25 40 20

(控除)財貨・サービスの専a入 1474 1469 1539 63 33 ▲ 0.4 27 48 29

内需寄与度 37 09 35 11 36 15

民需寄与度 25 04 29 ■0 28 13

公需寄与度 11 05 OG 01 08 03

外需寄与度 00 ▲ 0.4 07 ▲ 0.1 ▲ 02 ▲ 02

国民所得 4520 4776 4961 24 57 39

雇用者報酬 3142 3262 3381 41 38 37

財産所得 363 420 443 138 158 54

企業所得 101G 1095 1138 ▲ 5.8 77 40

国民総所得 6821 7111 7374 40 11 43 i7 37 17

労働・雇用 万人 万人程度 万人程度 % ワ′o程度 %程度

労働力人口 6,968 7,005 7.010 05 05 0.1

就業者数 6.793 6.831 6.841 05 OG 01

雇用者数 6,141 6,190 6,212 09 08 04

完全失業率
% %程度 %程度
25 25 24

生産 % %程度 %程度
鉱工業生産指数・変化率 ▲ 1.1 03 ■2

物価 O/ね %程度 %程度
国内企業物価指数・変化率 33 23 i4

消費者物価指数・変化率 30 26 19

GDPデフレーター・変化率 32 31 20

国際収支 兆円 兆円程度 兆円程度 % %程度 %程度
貿易・サービス収支 ▲ 66 ▲ 2.1 ▲ 29

貿易収支 ▲ 40 06 02

輸出 1063 1086 113g 41 22 4g

輸入 1103 1081 1137 43 ▲ 20 52

経常収支 295 356 384

経常収支対名目GDP比
% %程度 %程度
46 53 55

(別添 )

主要経済指標

(注 1)消費者物価指数は総合である。
(注2)世界GDP(日本を除く。)の実質成長率、円相場及び原油輸入価格については、以下の前提を置いている。これらは、作業のための想定であつて、
政府としての予測又は見通しを示すものではない。

日 国際機関の経済

円相場は、令和7年 11月 1日～11月 30日の期間の平均値(1552円 /ドル)で、同年12月 以降一定と想定。

原油輸入価格は、令和7年 11月 1日～11月 30日の期間のスポット価格の平均値に運賃、保険料を付加した値(680ドル/バレル)
で、同年12月 以降一定と想定。

1

2
3

5

令和7年度 令和8年度
令和6年度

(実績)

世界GDP(日本を除く。)の
実質成長率(%)

31 28 2g

円相場 (円 /ドル ) 1525 1508 1552

原油輸入価格 (ドル/パレル) 828 7■3 68C
L,尋蓮
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主な経済指標

1.国内総生産

令和4年度 令和5年度 令和6年度

2.実質成長率と寄与度

令和4年度 令和5年度 令和6年度

実績

※ 民需、公需、外需の寄与度は実質成長率に対するもの。

▲ 1.0

実績

令和7年度

実績見込み

令和7年度

実績見込み

令和8年度

見通し

令和8年度

見通し

2.0

6

4.7

4.2

3.7

名目成長率

1.3

3.4

0.5

0.0

2.6

i4
1.1

質実 長率

民需寄与度

実質成長率

1.1
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外需寄与度 公需寄与度
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3.物価関係指数の変化率

令和5年度 令和6年度令和4年度 令和7年度

実績見込み

令和7年度

実績見込み

令和8年度

見通し

令和8年度

見通し

(万人、万人程度)

6,250

6,200

6,150

6,100

6子050

実績

4.完全失業率と雇用者数

令和5年度 令和6年度

GDPデフレーター

3.1

消費者物価指数 (総合)

■9

i2

7

3.2

3.2
3,0 3,0

2.6| 2.0

雇用者数 (右目盛)
力

・

・6,190

2.6

6,141

/

/

Ъ2.G

r
2.5

2.5

2.4

ア

6:048

カ

6,212

カ

/ 6,089
完全猛ζ率
(左目盛 )

2.0

令和4年度

実績

7
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Provisional translation

Fiscal Year 2026 EconoHlic Outlook and Basic Stance

on EconoHlic and Fiscal Management

titt「
IぎξざI争 :を iそ!::〕

1. EconoHlic Trendsin FY 2025

Thc Japanese economy has reached the stage wherc it is ttansitioning from one deflned

by a deaation and cost‐ cutting cconomy to a ne、 v groMh‐ oricnted economy,as evidenced

by、vage increases exceeding 50/O for two consccutive years.

Thc Japanese economy is recovering at a moderate pace,whilc he effects caused by he

UoS.trade policies are seen mainly in he automot市 e industry.Howeveち potential grow血

remains sluggish,、 vagc groMh fell belo、 v inaation, and private consumption has becn

、veakened by price increases,in particular fbod prices.

In response to such situation,the goveHInent flrsdy fomulated he Comprchensive

Economic Measures to Build a Strong Japanese Economy(apprOVed by tte Cabinet on

November 21,2025;hereinaner referred to as the`こ Colttprehensive Economic Measures'')9

consisting of three pillars:securing eveり day life and measures to address rising prices;

strategic investtnents that enhance resilience against potential crises and groMh― oriented

investments for building a robust economy;and strengthening defcnse capability and

dや10matic powet The govemmcnt will implement he FY 2025 Supplementary Budget

(enaCtCd On Decembcr 16,2025),whiCh Wlderpins he Comprehens市 e Economic Measures,

swnly and steadily to dissemintte its erects broadly.

In FY 2025,the Japanese economy is expected to continue its lnoderate recovery,wih

hc real Gross Domestic Product(GDP)groWtt ratc prttected tO be appro遮 mately l.10/0,

血e nominal GDP growtt prttected tO be appro遮mately 4.20/0,and he Consumer Price

lndex(CPI,all items)inaation rate prtteCted to bc appro対 mately 2.60/0.

1



FY 2026 BASiC Stance on EconoⅡ lic and Fiscal Ma

In FY 2026,the goverrlment、 vill conduct econonic and iscal rnanagement under the

concept of``responsible and proactivc iscal polcy" that A■ ■1ls our dllty to ttture

generations,in transitioning to a growth― oriented economy、 vhere prices increasc steadtty

and wages grow above inaation sustainably. Through strategic employment of iscal

polcies,the govcmment will promote sttategic invcstinents to enhance resilicnce against

potential crises and groMh― oricnted investmcnts with tte collaboration of the pubhc and

private sector to solve social chancngCS,ensure safety and peace of■ ind in people's daily

hves,incrcasc employment and income,raise potential groMh,and by doing so,reahzc a

strong economy.

Fiscal and social security systems must also be transfoコ med to respond to the inaation

and、vage groMh appropriatelyo Furthe上 ニエ10re9 the 80VCmment will thoroughly implement

administrat市 e and iscal ref∝ ms to enhance he quality of cxpcnditures.As a patt of his

refo.111,he govemment、 vill redcsign systems and institutions concurently to enhance the

efficiency and effectiveness ofthe dehvery ofpubhc settices to the people。

Anidst hese c∬ orts, he goverrlmcnt will increasc tax revenues through econonlic
groMh, suppress debt increase wihin he range of GDP groMh rate, and reduce the

80Vemment‐ debt―to―GDP ratio.This will achieve ascal sustainability to securc market

conidence and reahze a sttong economy and iscal soundness sねnultaneously.

Appropriate monetary policy management is critically important to achieve both strong

economic groMh and price stabihty going fomard.The 80Vemment will continue to work

closely with ttle Bank ofJapan to achieve sustained economic growth under price stability

that ncver slps back into dcnation.The goverllment expects the Bank ofJapan to achieve

he price stability target oftwo percentin a sustainable and stable mannett while conirming

he virtuous cycle bet、 veen wages and prices,by conducting appropriate monetaり poLcy

management in light ofeconomic activityフ prices and inancial conditions.

Through hese erortsっ the goveriment airns to dehver he fruits of econoHic groMh

widely among he people to realize a society whcre everyone can feel prosperity,anxieties

about the Jttlture are transfolttled into hopc,and people can feel safe.
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3.Econonlic Outlook for FY 2026

In FY 20269 growth led by domestic demand is expectcd to continue in the Japanese

economy,as private consumption is expected to increase in line wida the improvement in

income envirorlment,sllpported by thc erects of v例 直ous poncy measures,and busincss

investment is also expected to increase 、vith the advancement in efforts to promote

investlnents in crisis lnanagement and economic groMh。

The real GDP groMh rate,nominal GDP growth rate,and CPI(all items)inユ atiOn rate

are prttected tO be approximatcly l.30/0,3.40/0ラ and l.90/0,respectively.

HoweveL close attention should be given to the effects of uncertainties in tte global

economy and auctuations in inancial and capital rnarkets.

(I) Real Gross Domestic Product(Real GDP)

(i)  PriVate consumption

Private consumption is expected to increase by approxilnately l.30/0,in line with the

ilnprovement in income cnvirollment with he gradual slowdown of inaation,

supported by the effects ofvarious pohcy measures。

(ii)Pr市 ate residential illvestment

Private residential investment is expccted to increase by approxilnately l.30/0,

recovering from the decline in the previous fiscal year associated with the revision

ofhe Building Standards Act.

(iii)Pr市 atc non‐ residential investment

Private non― residential investment is expected to increase by approxilnately 2.80/0,

against the backdrop ofrobust corporate profits and strong investment appetite9 with

the advancement in e∬ orts to promotc investl■ cnts in crisis management and

economic groMh.

(市)Govemment expcnditures

Govemment expenditures are expccted to increase by appro対 mately l.10/O due to

expenditures associated wih an aglng socicty and the Comprehensive Economic

Mcasures。

(v)Net expons ofgOods and scwices

The conttibution of net exports to he real GDP growth rate is prttected tO bC

appro対matcly‐ 0.20/0。 Exports are expected to increase alongsidc moderate giobal

economic gro、vth. However, ilnports are also expected to increase o、 ving to the

increase in domestic demand.
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(II)Real Gross Nationallncome(Real GNI)

The real GNI is expected to increase by appro対mately l,7%ク exceeding he real GDP

gro、vda rate,as income from abroad is also expected to increase.

(III)Labor and Employment

The uncmployment rate is expected to dechne to approxilnately 2.40/09 as thc labor

market tightens in hne wih moderate cconomic groMh,while he labor force is

expected to remain aat.

(IV)Industtial Production

lndusttial production is prttectcd tO increase by appro対 mately l.20/0,as domestic

demand and cxports increasc.

(V)PriCes

Thc Consumer Price lndex(an items)iS expected to ttse by appro邁 mately l.90/0.The

incrcase in food prices is expected to siow oown)and energy prices are expected to

decrease owing to the erects of the Comprehensive Econo血ic Mcasures,boh of

、vhich will decelerate headlne inaationぅ while the underlying inユ ation rate is expected

to risc as he outpЫ  ga′p expands.

The GDP deaateris expected to rise by appro対mately 2.00/0。

(Ⅵ)Balance ofPayments

The cu∬ ent account surplus is expected to remain aat,wida the ratio ofthe curent

account balance to nominal GDP prtteCted to be appro対 mately 5.50/0ラ aS netincome

from abroad is expected to sta′ y positive.

(Note l)ThiS economic outlook is made on the premise ofeconomic ald ascal management as described in“ 2.

FY 2026 Basic Stance on Econo■ lic and Fiscal Management''.

(Note 2)The Japanese economy mainly consists of pr市 証e act市ity and could be induenced by unforeseeable

market auctuatiOns and other changes,especially ttose in the intemational environment.Accordingly,

the main economic indicators above should be understood as being sutteCt tO upside and downside

rlsks.

4



(Appcndix)

Main EconoHlic lndicators

FY 2024

(Actual)

FY 2025 FY 2026 Percentage changcs overthe prc胡 ous flscat ycar

FY 2024 FY 2025 FY 2026

ThHion yer

Oblttraり

Ti‖ion ycr

(Approxl

(No血 raり

Tお Hion yer

lAppЮたI

Sonnaり

e/

(｀
IOnunal)

e/t

(Rcaり

°/0(AppЮ x〕

(Nonlょ I all

°/o(AppЮx)

eeaり

C/。

(AppЮ x〕

0豆0前 I■11)

%(Approた
,

(Real)

Gross domesttc product 6424 6692 6919 3ワ 05 42 ll 34 13

Pivatc consumpion 3404 3535 3653 29 02 39 13 34 13

Pivate resldendalinvcstment 276 273 283 2( ‐07 -08 -34 33 13

Pivatc non‐ residential invcstment 1192 1246 1305 42 09 45 19 48 28

Change in phvate invcntones* 01 03 03 (01) (01) (0り (00〕 (00) 100)

Covemmcnt cxpcndiures 16110 1648 1700 46 20 23 05 31 11

Covcmment consumpion 1291 1318 1360 46 23 21 04 32 10

Pubhc investment 320 330 340 38 01 31 05 29 13

Expons OFgoods and services 1417 1455 1514 68 17 28 25 40 20

Lesy lmpons of800dS and scrvices 1474 1469 1539 63 33 ‐04 27 48 2,

Contibuion ordolncsic demand 37 09 35 11 36 1も

Contiblltion oFp苗 vatc dcmand 25 04 29 10 28 13

Contrlbutton oFpublic dcmand 11 05 06 01 08 03

Contribution oFnet expo■ s 00 -04 07 ‐01 ‐02 ‐02

Nation』 income 4520 4776 4961 24 57 39

Compensation oFemployees 3442 3262 3381 41 38 37

PrOperty incomc 363 420 443 138 158 54

Entrcpreneunal incomc 1016 1095 H38 -58 77 40

Gross national income 6821 7111 7374 40 11 43 17 37 ■7

Labor and employment Tcn housalids
(App=o、 】 (AppЮ、)

O/ 。/O(Approヽ ) %(Appro、 〕

Total iabor Force 6,968 7,005 7.010 06 05 01

Totat employment 6,793 6,831 6,841 05 06 01

Employccs 6,141 6,190 6,212 09 08 04

Ullcmployment rate

0/c °
/。 (Appro、 〕 。/O(Appr(l、 )

25 25 24

production e/t °
/。 (Appro、 ,

°
/。 (Appro、 )

industhat pЮ duction -14 03 12

Piccs % 。/c(Approx: °/o(Applo、 l

Domestic cottorate goods picc index 33 23 14

Consumer phcc mdex(』 Item0 30 26 19

GDP deanof 32 31 20

8aЙncc ofpayments Tn‖ ion ycJ
Tl11lion yer T五 Ilion ycコ

(Appro、 】

。
/1 %(Appro、 ,

%(Appro、 |

Balancc oFBoods and scrvices ‐66 ‐21 翌 9

Trade balancc -40 06 02

ExpOis 1063 1086 H38 41 22 4E

Impolls 110B 1081 1137 43 -20 5つ

Curent balancc 295 356 384

Cureni batance as a percentagc of GDP
ツ

0/。

(Appr(lヽ ll
°
/。 (ApFO、〕

46 53 55

ネFigures in parcnthcscs represent BrOMh

側 OtCり   TllC■ 8utts FOr c(〕 nsunicr p五 ∝ uldcxinchdc dhCms

は otc 2) Tlus cconOnuc oudookに bascd on diO Fomo、 、10g assw■ pions、、lh icttrd 10 ule rc』 910、、41ratc of、 、ond CDP(c、 cludng JapFu),」le"nc＼CllaligO ratc,and dlc impoi picc ofcnldc o』

Itshould bc mt(,d diat thcsc assl」 nptiott alc madc only ror hc pu,osc ofprepanllg dic Otit100k atid do not rcprcscnt sovcminclll Forccas`or oudooks

FY 2024(Acmal) FY 2025 FY 2026

Real g OMh ratc ofworid GDP

rexcludinq JaDanⅢ

`°

/OⅢ

31 28 28

Exchangc rate(yen/dOnar) 1525 1508 1552

Lnpo■ picc oFcAldC O11(dolhrん ar■ゥ 828 713 680

(Rcmdts)1呵 e rcal BIown iatc OFd弩 、vo■d CDP lcxcludlng,apan)κ  calCutatcd bascd on cconOれ c ron,casts ofittmattottl o呼 皿zattons

2 Thcヽ【cLngc ra"蒟 m Dccchbcr2025 on、、1lRI｀ aSSuned io ita)∞ ns“ lit at 155 2 ycn/dollar,、 、lucllis trc a■ c口ge cとhangc ntc mm Novcmbcr lto Novcmbcr30

3 Th impo止 p五∝ OFcmdc od iom Dcccmbcr2025(ln、 vヽard is a,sun^cd to sttt COnsttlit at 68 0 dollarsん aFrCt,Whch is dic wcrage Dub工 spot p前 cc ton Novcmbcr lto

Novcinbcr 30,2025,plus flttiとht and uisurancc
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令和 8年度 (2026年度)政府経済見通しの概要

2025年度は、世界経済の先行きに不透明感が残る中でも、各種政策効果に支えられて、個人消費や設備

投資の増加が経済の回復をけん引し、実質成長率は1.1%程度の見込み。

2026年度は、所得環境の改善が進む中で個人消費が増加するとともに、危機管理投資・成長投資の取組

の進展等により設備投資も伸び率を高め、実質成長率は1日 3%程度の見込み。

経済見通し主要経済指標 経済成長の内訳

(前年度比、0/o、 %程度)

2026年度

見通し

1日3

1.3

2.8

1.1

1.0

1.3

■5

▲0.2

3日4

3.9

3.7

5.4

4.0

1.9

2.4

2025年度

臭鏡見込み

1.1

1.3

■9

0.5

0.4

0.5

1.1

▲0.1

4.2

5.7

3.8

15.8

7.7

2.6

2.5

2024年度

実鏡

0日5

0.2

0.9

2.0

2.3

0.1

0.9

▲ 0.4

3日7

2.4

4.1

13.8

▲ 5.8

3.0

2.5

実質 GDP

個人消費

設備投資

政府支出

政府最終消費支出

公的固定資本形成

内需寄与度

外需寄与度

名目GDP

国民所得

雇用者報酬

財産所得

企業所得

消費者物価 (総合)

完全失業率

(前年度比、寄与度、%、 %程度)

名凰唸巖p威爆驀 阻内需寄与度

外需寄与度

3.4

実質 GDP 成長率

▲ 0.4
▲ 0.1 ▲ 0.2

5

4

3

2

1

0

0.9

▲ 1

2024実績 2025見込み   2026見通 し (年度)



出典：内閣府 政府経済見通しホームページ 

https://www5.cao.go.jp/keizai1/mitoshi/mitoshi.html 

https://www5.cao.go.jp/keizai1/mitoshi/r080123mitoshi.pdf 

https://www5.cao.go.jp/keizai1/mitoshi/main_decided_fy2026.pdf 

https://www5.cao.go.jp/keizai1/mitoshi/r080123mitoshi-gaiyo.pdf 


